
今月のソングリーダー 中島二三男会員

前回第1458回例会報告　2017年３月８日

幹　　事　　報　　告
１．「５クラブ合同例会」のご案内が、今回のホス

トクラブである東京板橋セントラルＲＣより届き
ました。日時は５月19日（金）11時30分～14
時00分で、会場はホテルメトロポリタン４階「桜
の間」となります。近日中に皆様にご案内をお送
りしますので、出欠のご返信を事務局までお願い
いたします。

２．皆様にはすでにご案内しておりますが、姉妹地
区の台湾・第3480地区の地区大会のご案内が届
いています。開催は４月15日（土）・16日（日）
で会場は台北圓山大飯店 The Grand Hotel）
とのことです。ご参加希望の方は、３月13日（月）
までに事務局へご連絡をいただけますようお願い
いたします。

３．地区青少年交換委員会より、本年の「青少年交
換派遣学生」の募集が届きました。募集期間は４

会　　長　　報　　告
　前回のクラブ協議会で決まりました会員皆様の
「１分間スピーチ」を次回より始めたいと思います
ので、よろしくお願いいたします。 委　　員　　会　　報　　告委　　員　　会　　報　　告

月井クラブ奉仕委員長
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第 1459 回例会　　2017 年 3月 22日

次回のプログラム
例　　会 12：30～13：30
2016-17年度ガバナー補佐訪問
卓　　話：「東京ロータリークラブについて」
卓 話 者：東京ＲＣ2015-16年度会長
 諸戸　精孝氏　
 （紹介者）パストガバナー　前川　昭一会員

本日のプログラム
例　　会 12：30～13：30
卓　　話：「最近の出版と紙パルプ業界の話題」
卓 話 者：元王子製紙株式会社
　　　　　　情報用紙事業本部
 本部長　津島　克彦氏　
（紹介者）ロータリー情報･雑誌委員長
 村山　圭治会員

■出席報告

会　員 出席算入
会員数 出席数 欠席数 出席率 2月15日分

修正出席率

32 名 26 名 21 名 5 名 80.77 92.86％

■ビジター
東京池袋ＲＣ 榎本　　稔様

月１日（土）～５月31日（水）で、募集人員は
10名前後とのことです。お申し込み、または推
薦されたい方がおられます方は、事務局あてお尋
ねください。

４．来週15日は特別休会となり、次回の例会は22
日ですので、皆様お間違えのないようお願いいた
します。

・３月８日（水）例会終了後
・出席者６名
　今年度も残すところあと３ヶ月少々となり、次年
度へ向けた計画作りが始まっています。皆様のご意
見や、自由なアイデアをご提案いただきたいと思い
ますので、お忙しいところとは思いますが、ぜひ大
勢の方のご参加をお願いいたします。
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廣内会員／今日３月８日は「国際婦女デー」です。
全部の女性に万歳！ 台湾では女性は今日は休
日です。日本では？

有我会員／今日は暖かいですね！ 雪が解けないか
心配です。金曜日からまた安比でスキー合宿です。

櫛田会員／結婚記念日にプレゼントを頂きまして誠
にありがとうございます。早速活用させていた
だき、夫婦の会話が増えました。

佐藤会員／手足の故障が治りテニスもそこそこでき
るようになり、来週末はゴルフも２日間予定し
ております。健康第一ですね。

第1458回例会 卓　話
「第38回バギオ訪問交流の旅」報告

� 月井　雅夫会員
　今回、当クラブからの参加は私だけでした。前川
パストガバナー、竹内会員の分もと思い、頑張りま
した。最終日の晩餐会の自己紹介では、訪問団の皆
さんに「東京へ戻り前川ＰＧと竹内さんに会ったら、
月井さん頑張りましたよ、と言ってくださいね。忘
れ物の件は内緒ですよ」と挨拶しました。（※事務
局注：月井副会長はホテルに大切なものを置き忘れました
(-_-;)）

　カルロス寺岡さんは今回、前川ＰＧ、竹内会員ご
夫妻と会えなかったことを大変残念がっておられま
した。カルロスさんご夫妻のお元気な姿を写真に撮
りクラブで報告したいとお願いしたところ、喜んで
応じてくださり、私と一緒に写ってくださった記念
の一枚になりました。
　今回はカバルヤン小学校でもマジックをさせてい
ただきました。子供達は大喜びで、マジックが終わ
ると皆が一斉に私を取り囲みにきました。訪問団の
皆さんからは「素晴らしい光景を見せてもらった。
言葉で言い表せない感動だ」とまでおっしゃってい
ただきました。
　私は“バギオ病“にかかっていますが、かなり重症
です。来年のマジックを、もうすでに考え始めてい
ます。当クラブの皆さんにもうつしたいのですが、
こればかりは現地に行かないと発症しないので、残
念です。訪問回数20回、30回以上の方がたくさん
いらっしゃいます。前川ＰＧのお人柄によるところ
が大きいことが一番ですが、同じ思いの方々が仲間

として一緒に行動することの空気がとても心地良
く、本当に素晴らしいと感じます。皆さんもぜひ一
度参加してみてください。

訪 問 日 程：２月10日（金）
 ～ 13日（月）
参加クラブ：23クラブ
参　加　者：58名

＜バギオ基金とは＞
　1903（（明治36）年、ロータリーができる

２年前、日本人125名を載せた東洋汽船の香港
丸という一隻の客船がフィリピン ･マニラ港に錨

を降ろしました。
　当時、フィリピンではバギオ山頂に続くベンゲッ
ト道路を造る工事が行われていましたが、大変な難
工事でなかなか進みませんでした。ベンゲット道路
は、1898年からフィリピンを支配しマニラに総督府
を置いた米国が、夏の間の行政機能をバギオに移す
ために1901年に着工し、難工事の末完成させた全
長約41ｋｍの道路です。日本人がまじめで勤勉であ
ることから労働者が募集されたのですが、50メート
ルに一人、人柱ができるほどの難工事でした。延べ
2,000人の日本人労働者が工事に関係し、約700人
が犠牲になったと言われています。
　道路の完成後、残った人達は現地の人と結婚する
などフィリピンにしっかり根をおろし、各地に豊か
な邦人社会を形成しました。しかしその後の太平洋
戦争で、日本軍はフィリピンに60万人が上陸し、生
還したのは10万人でした。その最後の激戦地がバギ
オであったわけです。日本軍の
敗戦後、彼等日系フィリピン人
は、日本軍に協力したことで現
地住民の迫害を受け、自分が日
本人であることをひた隠しに隠
し、バギオ山中に逃げ込んで生
活をしていました。それをバギ
オに赴任したシスター海野が知
り、自ら山中に分け入り一人ひ
とり救出されたのです。山中に

は当然学校はありません。彼等の一番の希望は
自分達の子供を学校に入れ、教育を受けさ

せることでした。バギオ基金はそのため
の育英資金を援助しています。

シスター・テレジア海野

カルロス寺岡さんご夫妻とご一緒に
寺岡さんは北ルソン比日基金理事長であり、アジア
で初めての日本名誉総領事になっておられます
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